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地
球
の
滅
亡
に
つ
な
が
る
核
兵
器

を
廃
絶
句
軍
縮
を
実
現
νな
け
れ

ば
、
人
類
の
未
来
は
あ
皇
志
せ
~

世
界
作
品
百
緊
迫
し
、
も
つ
二
刻

の
一
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
主
意
思
想
、
信
条
の
誌
が

い
を
と
え
て
、
核
戦
舎
を
阻
非
U
平

和
を
め
ざ
し
て
私
た
ち
は
高
を

お
乙
主
志
し
た
。

唯
一
の
被
爆
国
民
と
し
て
、
こ
の

悲
聖
人
類
の
え
に
再
び
く
り
返

一
す
乙
と
の
な
い
さ
つ
に
、
い
ま
乙
そ

一
声
を
大
に
し
て
世
界
に
、
修
H
問
中
容
元

一
会
禁
止
と
軍
縮
を
都
え
ま
し
ょ
う
。

川
一
政
府
が
、
乙
の
わ
だ
く
し
た
担

6

一
平
和
司
の
顧
い
を
実
現
す
る
さ
っ
、

ー
一
婦
人
の
訴
罪
矢
忌
に
広
ぜ
志
す
。

一
核
兵
器
廃
絶
と
箪
績
を
芸
初
旬

山
一
平
和
な
世
界
を
き
づ
章
涼
し
よ
う
。

一
す
べ
て
の
婦
人
が
ま
を
つ
な
ぎ
、

一
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
望
ま
し
ょ

一、っ。

も
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
舞
台
一
一
九
八
二
年
五
月
二
十
三
日

も
い
っ
ぱ
い
。
全
国
組
織
の
大
団
体
一

5
・

n東
京
行
動

も
、
会
員
数
数
十
人
の
公
C
い
グ
ル
一

婦

人

の

つ

ど

い

ー
プ
も
、
思
怨
信
条
の
有
添
い
を
越
一

1
1
1
4
4
f
t
-
'
!
|

合

芸

戦
争
ご
つ

イ
ベ
ン
ト
の
卜
ッ
プ
を
切
っ
て
一
た
。
婦
人
の
毎
を
広
げ
る
会
(
三
一
さ
ん
(
皇
軍
事
霊
)
の
司
一
え
て
ス
ク
ラ
ム
を
績
ん
で
売
で
石
の
美
し
い
請
が
あ
望
ま
し
た
。

日

リ

と
か
と
思
っ
て
い
た
爽

午
前
高
ま
ら
、
乗
車
水
一
十
九
婦
人
団
体
)
の
土
産
だ
。
紀
平
一
会
選
ヒ
た
。
広
げ
歪
差
形
づ
一
い
る
。
五
時
私
は
乙
れ
が
日
済
戦
雲
荷

一
精
一

国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

前
の
メ
イ
ン
会
場
で
、

5-m「
東
一
悌
子
さ
ん
(
婦
人
一
伺
権
者
同
盟
)
の
一
く
る
三
十
九
団
体
の
代
表
が
プ
ラ
カ
一

H

核
兵
器
廃
絶
、
戦
争
の
な
い
世
一
っ
て
い
る
工
場
の
一
つ
と
は
知
ら

一手

T
一
紛
争
は
次
第
に
エ
ス
カ

京
一
行
動
婦
人
の
つ
ど
い
」
が
聞
か
れ
開
会
の
一
裏
一
で
幕
開
け
。
宮
里
子

7
4持
っ
て
澄
事
る
と
、
さ
し
界
H

を
き
し
て
、
と
の
か
つ
て
な
ず
眺
め
て
い
き
た
が
、
中
島
田
符

「
ぃ
、
一

レ
l
ト
し
て
き
た
。
ま

白

い
大
団
結
が
達
成
さ
れ
た
の
だ
|
一
機
の
宿
惑
で
一
ト
ン
爆
弾
の
背
の
鳴
り

一

tυ-さ
か
米
ソ
が
直
接
介
入

号

。

3
叶どち
J
劫

議

ヘ

〉

ぞ

二

、

ー
o

f

一
銭
く
中
、
防
護
で
四
人
の
幼
な
子

一
剣
一

し
た
り
、
要
う
か
っ
た

E

2
耳
克
す

Z
J
o
r
-之
i

HZつど
い
ら
軸
芸
ぬ
一
を
更
さ
え
て
い
た
主
き
の
乙

に

し

り
と
い
っ
た
警
」

4
・
・
・
・
明
樋
甥
盛
田
園
吋
編
・
噌
3
4
E・
E
・
-
益

aE圃
置

除

い
た
の
が
、
婦
人
三
世
代
ー
か
ら
の
訴
一
と
を
忘
れ
る
と
と
の
出
来
ま
せ
ん
。

一と
に
は
な
歪
ま
い
と
思
つ
が
、
な
に

幽
・
・
鵬
融
関
岨
.
.
 刷、;
岨
・
・
開
悩
剖

-
E

え

弓

ト

ッ

プ

を

切

っ

て

話

し

た

の

一

ぞ

れ

か

皇

手

県

の

山

空

疎

開

一

し

ろ

サ

Y

チ
ャ
ー
さ
ん
の
鹿
思
議

d
・

順

縁

語

劇

ぎ

歯

置

開

札

遡

温

が

、

七

土

歳

代

の

一

望

号

武

蔵

野

一

し

ま

し

た

が

奪

ん

な

と

と

ろ

で

も

一

い

。

あ

の

一

頃

の

d
ち
て
し
基
ゃ
ん
H

鋪
咽
繍
:
持
榔
噛
』
圃
思
議

ω
耐
震
小
池
順
書
ん
o

一
戦
空
襲
高
い
完
ず
、
仙
一
を
一
一
度
と
者
て
は
な
患
い
と
一
来
年
は
選
苦
手
。
一
言
一
号
高
套
」
ん
は
父
、

2二
一
の
信
代
に
皇
の
国
を
ち
た
い
。
一
そ
っ
く
り
だ
。
〈
サ
ツ
チ
ャ
!
の
夢

姻
醐
ふ
工
関
w

'
一

霊

習

時

雄

¥

イ

「
耐
え
忍
べ
、

2
2、一
台
の
空
警
皇
、
一
晩

Z
霊

一

思

い

ま

し

た

。

一

っ

て

平

E
2を」
一
人
の
四
人
妻
で
失
っ
て
い
る
。
一
日
本
国
中
の
人
々
が
、
警
い
や
一
七
つ
の
煙
草
主
主

溢

甥

警

港

二

日

一

、

川

J
一

道

〆

イ

ぎ

え

し

ろ

。
心
で
泣
い
て
、
笑
顔
一
つ
赤
に
響
、
雇
手
眺
め
て
一
い
主
主
、
議
君
危
機
が
せ
一
つ
ぎ
に
替
え
た
の
は
、
「
ガ
ラ
ス
一
「
八
月
十
五
日
。
家
の
焼
け
石
、
核
は
い
や
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
だ
大
量
の
震
地
〉
南
極
の
資

企
横
路
神
憲
一
割
、

i
Jdi
y
h
ち
げ
で
宋
を
戦
地
へ
送
り
出
し
た
の
が
私
一
い
を
き
思
い
出
し
ま
す
。
一
ま
っ
て
い
ま
す
。
語
、
女
は
警
一
の
う
さ
ぎ
の
作
者
、
棄
敏
三
宅
響
主
主
霊
残
っ
て
一
鈴
木
重
さ
ん
。
量
ざ
わ
三
官
対
す
る
暴
と
か
い
ろ
い
ゑ

幽

ン

¥

お

り

鋼

、

一

二

ぷ

其

祝

た

ち
の
世
宅
す

0
2蔵野
市
一
私
は
戦
後
、
重
第
九
重
て
一
の
自
由
を
持
っ
て
い
喜
ん
で
し
一
ん
。
体
頭
書
し
て
い
議
室
ん
一
ぃ
言
語
い
て
を
泣
い
て
き
白
書
の
宅
喜
っ
一
る
そ
う
だ
が
、
ょ
言
で
見
れ
ば
、

脳
需
給
A
3
d
J↑

也

刊

向

日

日

詩

的

粧

台

比

一

時

間

終

刊

誌

一

日

民

主

税

一

時

三

品

川

河

口

抗

日

時

一

川

町

長

信

号

一

て

駐

日

目

前

一

一

定

の

主

一

許

謀

者

ド

d
・
闘

d
z
喝瀦¥一-、
b
rs

号、

J
f
E、
昌

司

↑

・

・

aE明
』
蚤

君

、

l

e
i
-
;
i
i
:
一

'
i
l

「・::
・昨
年
暮
、
手
術

E
E一
た
。
あ
と
、
五
カ
月
早
け
れ
ば
、
母
一
時
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
駒
野
智
佳
一
争
せ
ん
な

Z
と
語
れ
る
。
戦

一イ
議
J
下一
時

r
f
J尚
一
闘
機
織園

長建一均時材料品一係官に八カ長ちゃ一首長立法

輪
ミ
ゴ
埼
ム
l
'む
上

体

Ja:準樹立
回

隔

鋼

様

、

殴

押

す

ogizって
一
徴
兵
に
行
か
な
い
子
安
す
。
平
「

3
5
i一ラ
ク
号
、
き
に
人
;
、

歯

:

ふ

器

、

事

訓

粗

鋼

日

真

議

総

想

通

品

j

バ
ダ
均

~J;いきた
」

毒

注

じ

一

和

の

士

号

、

脅

君

!

一

て

す

子

二

一

月

ま

で

ま

一

国

土

が

荒

廃

喜

た

彦

左

京

事
足
踏
悩
良
識
一ぞい
組

踊
j
吋

〉

写

滋

襲

、

，

?

容

一

幽

圃

圃

z
d
t
t
sこ

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
の
か
。

監
車
料
総
紙
一
時
十
…
'
…
U

f(

説
明
会
政
t
b
h
η
畠

闘

志

殺

事

臥

-

ル

第
一一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
向
け
て

汎
ま
車
問
ア
ジ
員
会
、
一

2
22
i

齢
鵬
お
減
額

A

J
J
ま

島

平

ぃ温

泉

質

プ

J
a
閉
め

Z
Jン

日
本
突
議
、
日
本
婦
人
科
書
一
と
国
連
も

524手

悩

圃

簿

主

謙

一

一

三

〉

島

ご

t

畿

勢

一

等

以

底

的

d圃
額

以

事

川

一

「

婦

人

の

行

動

を

広

げ

る

会

室
、
日
本
婦
人
団
体
望
室
、
日
一
る
も
の
は
国
家
エ
ゴ
て
そ
れ
は
国

臨
闘
関
ご
六
時
r

h

齢
ザ
一
一
M

d
で
イ
吋
4
叫
鰍
端
機
掛
議

-CF諮
問
詩
的
立
rM
詰
諮
問
時
続
問
問
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交流会で語り合う
空白の二日を埋める特集に・・・

本紙は女性巴よる平和と平等を推進します

ーーーーーーーー『

立
場
信
条
を
越
え
て

ア
ピ
ー
ル

人
類
の
あ
す
祈
り
判
万
人

州
第
二
回
国
連
軍
縮
盤
茅
亘
刷
に
控
え
た
五
月
二
十
三
口
、
核
兵
…
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

川
器
の
廃
絶
と
軍
縮
を
求
め
て
「
位
年
平
和
の
た
め
の
東
京
行
動
」
が
リ
ま
た
、
一
二
千
万
署
名
溜
筋
を
進
め
て
き

ζ
国
民
溜
銃
推
進
会
議
」

州
く
り
ひ
ろ
立
五
た
。
代
々
木
、
上
野
盟
雪
穴
ム
薗
九
会
場
で
…
(
呼
び
か
け
人
中
野
好
夫
氏
ら
)
に
乙
の
日
ま
で
に
届
け
ら
れ
た

州
約
四
十
万
六
千
人
(
キ
由
能
者
発
表
)
が
参
加
。
画
期
的
な
規
惜
慢
の
築
…
署
名
は
、
二
千
五
百
万
人
を
こ
え
た
。
未
届
け
の
も
の
、
他
団
体
(
宗

川
会
と
な
っ
た
0

・

・

1

…
教
団
体
な
ど
)
で
集
め
て
い
る
署
名
を
集
め
る
と
、
六
千
万
人
に
な

川
こ
の
目
、

g
ほ
雲
ひ
と
つ
な
く
晴
れ
渡
り
、
朝
早
く
か
ろ
つ
め
か
…
る
だ
る
っ
と
思
わ
れ
る
。

川
け
た
人
び
と
で
、
会
場
は
い
っ
ぱ
い
。
よ
く
も
こ
れ
だ
け
;
:
と
同
…
ひ
と
、
ひ
と
、
ひ
と
。
四
十
万
も
の
人
び
と
が
、
乙
の
目
伺
を
し

川
じ
思
い
の
人
で
埋
ま
る
広
場
に
、
胸
を
凱
で
し
た
人
も
多
い
だ
る
つ
。
…
何
を
考
え
た
か
|
。
そ
れ
は
と
て
も
、
小
人
数
の
一
私
た
ち
が
、
ど

川
北
海
一
息
、
東
北
九
州
、
広
島
・
:
:
・
全
国
か
ち
と
の
日
の
た
め
に
上
一
ん
な
に
走
り
ま
わ
っ
て
も
捕
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
か

川
一
尽
し
た
人
も
多
か
っ
た
。
労
働
塑
口
の
参
加
者
も
、
家
襲
五
、
子
.
く
、
一
日
せ
い
い
っ
ぱ
い
、
歩
き
、
聞
き
、
カ
メ
ラ
で
と
ち
え
た
と

川
供
づ
れ
が
多
く
、
な
ん
と
な
く
お
祭
り
め
い
た
、
和
や
か
な
ム
l
ド
の
自
の
模
様
を
伝
え
て
み
志
つ
。

か
つ
て
な
い
大
団
結

4
お
幅
円
山
明
ほ
、

ぅf
象JI
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昭
和
二
十
五
年
の
創
刊
以
来
、
全
国
婦
人
新
聞
社

は
国
内
外
の
婦
人
問
題
を
テ
l
マ
に
と
n£
げ
て
き

て
い
ま
す
が
、
日
本
と
欧
米
の
事
情
泰
正
較
し
て
み

ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
日
本
が
学
ぶ
点
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
待
人
欧
州
に
お
い
て
は
、
婦
人
の

教
育
・
成
人
教
育
勉
設
の
充
実
、
益
事
加
、
婦
人

活
動
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
積
聾
C

な
ど

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
的
手
品
す
。

雪
辱
、
日
本
で
婦
人
の
地
位
向
上
、
埜
E

参
加

そ
の
他
婦
人
活
動
に
積
極
的
に
と
り
く
み
、
さ
ち
に

資
質
の
向
上
が
ほ
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
々
を

対
象
に
、
実
際
に
欧
州
へ
出
か
け
て
婦
人
教
裏

閥
、
婦
人
団
体
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
て
婦
〈
活
動

.
教
育
重
罪
」
学
説
修
容
を
企
闘
い
た
レ
芭

た。
ζ
の
巴
で
見
た
海
外
の
状
況
は
、
今
後
の
地
域
に

お
け
る
婦
人
教
育
・
婦
人
活
動
に
、
必
す
役
に
立
っ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
聖
お
待
ち
し

て
お
里
志
す
。

な
お
研
修
正
的
施
殺
と
一
訪
問
の
目
的
は
個
別
に
各

号
で
連
載
ど
示
す
。

婦
人
活
動
の
本
質
を
探
る
た
め
の
「
特
別
企
耐
」

国
岡
崎
哩

A
M

日
時

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
七
貝
間

ー
十
月
二
十
八
日
附
十
二
日
間

【西
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス

フ
ラ
ン
ス
】

。
パ
リ
(
フ
ラ
ン
ス
)
:
:
ユ
ネ
ス
コ
婦
人
教
育
課

婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー

…
会
費
用

四
十
七
万
八
千
円
(
全
朝
食
付
)

台
対
象
⑨
婦
人
教
育
指
導
者

⑨
地
方
向
戸
治
体
婦
人
問
題
相
当
者

⑨
婦
人
学
級
リ
ー
ダ
ー

⑨
婦
人
団
体
関
係
者

⑨
早
め
他
婦
人
教
育
・
婦
人
一
活
動
に
関
心

の
あ
る
方

A
M

コ
l
デ
ィ
研
修
携
行
を
よ
り
有
意
義
に
す
る

ネ
l
タ
l

た
め
に
同
行
の
学
識
経
験
者
一
名

を
目
下
選
考
中

全
国
婦
人
新
聞
社

T
則
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
=
丁
七
|
二
八

霞
話

(
O一
ニ
)
三
四
士
丁
一
八
四
六

近
幾
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
附

虎
ノ
門
海
外
旅
行
営
業
所

す
則
東
京
都
T
代
田
区
鰻
ケ
関
一
|
四
!
一

話

(
O一ニ)五
O
二
l
一一九一一一

合
研
修
訪
問
都
市

。
ボ
ン
(
西
ド
イ
ツ
)
:
:
:
連
邦
文
部
省
、
連
邦

青
少
年
家
庭
保
健
省
、
ド
イ
ツ
婦
人
評
整
担
、

ボ
ン
市
内
小
学
校

。
ウ
ィ
ー
ン
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)

・2
:ウ
ィ
ー
ン
婦
人
連
盟

A
H

主
催

ゐ長

カ
旅
行
取
扱

の
教
員
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
子

は
親
の
世
代
も
戦
争
の
と
と
を
岳
志

り
知
ら
ず
核
家
族
化
の
中
で
曹
っ
、

戦
舎
の
と
弁
湊
蚤
く
知
A
忘
い
の
で

す
。
軍
終
戦
闘
機
、
カ
ッ
コ
イ
イ

ナ
。
防
衛
大
へ
行
っ
て
カ
ッ
コ
よ
く

闘
お
っ
ぜ
、
と
い
つ
た
具
合
で
す
。

私
た
ち
主
平
代
は
、
こ
の
世
代
弁
戦

争
を
知
っ
て
い
る
世
代
の
聞
に
立

ち
、
橋
渡
レ
を
し
な
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
。
夏
に
は
私
も
一
児
の
母
と
な
り
ま

す
。
お
腹
の
中
で
動
い
て
い
る
子
に

生
命
の
尊
厳
多
感
詰
志
す
。
こ
の
子

の
育
つ
埜
宗
平
和
で
な
り
れ
ば
!

ー
。
お
腹
の
中
で
動
い
て
い
る
平
ゐ

叫
び
で
も
あ
担
志
す
:
・
:
・
」

話
の
中
に
、
新
谷
の
り
子
、
管
原

や
す
の
り
さ
ん
の
歌
。
原
爆
詩
人
、

奥
原
貞
子
さ
ん
の
詩
「
&
さ
臨
し
め
ん

か
な
」
の
朗
読
(
朗
読

・
宮
崎
鯵
す

さ
ん
)
な
ど
。
最
後
に
、
三
十
九
回

体
の
プ
ラ
カ
ー
ド
の
奨
ふ
中
で
、
婦

人
の
つ
ど
い
の
「
ア
ピ
ー
ル
」
が
探

沢
さ
れ
、
グ
原
爆
許
す
ま
じ
μ

の
大

合
唱
の
中
、
幕
を
閉
じ
た
。

一-古

河
E

4

一，dg
町

灯

ロ

一
自
民
正
一
同
制

つ
h
B島
一
J

1

u

u

主
町
立
制

御

g
a可
刊

柿

舵

ぉ
・
・
圃

/

阪

国

の

聞

圃

園

部

大

/

ま
・

ν山
町
本

/

網

定
・
』

u'
京

庖

舗

ゐ

酬

勘

伊

東

本

庖

7
的

a

‘
... 

毎日の暮らしに
サンワをじようずにご利用くださし、



(2) 

W
Z影
影
協
務
彩
移
膨
似

す肝心時詩作
F

W

溜
還
運
送
還
w
s
w況
で

さ

ん

/

一

¥

¥

也

、

、

、

¥

¥

¥

稜

兵

器

廃

継

と

軍

縮

を

実

現

す

る

同
民
の
み
安
己
ん
ノ
間
同
の
h
vな
行
動
に
全
国
か
ち
桔
剛
山
レ
た
私
た
ち
め
な
い
非
僚
出
家
缶
界
各
地
に
広
ま
で
、
思
想
信
条
、
妻
『
性
別
、

苦

ん

ノ

は

、

世

界

で

且

晴

樹

の

植

爆

国

官

毎

告

げ

る

己

と

。

人

種

平

国

の

遣

い

亭

あ

り

ζ
卒、、

凶
器
な
制
山
梨
ゐ
霊
感
競
争
円
本
の
政
荷
主
午
す
べ
て
の
悶
の
一
、
車
努
た
め
の
条
約
を
つ
く
人
翼
湾
大
曜
の
た
め
氏
、
世
界

が
す
す
み
、
人
類
豪
華
吾
革
新
政
府
と
園
連
に
封
じ
、
つ
君

E
り
、
閉
努
ま
で
き
ぴ
U
く
車
中
で
い
っ
そ
う
連
帯
の
輸
を
ひ
ろ

た
な
傍
聴
争
の
府
機
が
一

EF深
ま
を
強
て
語
し
、
也
界
中
の
人
び
と
す
る
乙
長
と
り
わ
け
、
槙
兵
器
の
げ
、
家
あ
わ
せ
通
安

E
ょ
う
。

っ

て

い

宇

守

。

に

H
f
え

ま

す

。

完

全

禁

菱

重

安

荘

墨

己

会

ノ

ー

モ

ア

・

ヒ

ロ

シ

マ

F

ノ

ミ
つ
し
た
事
繁
訟
と
で
、
樫
長
一
、
広
島
・
長
崎
の
原
理
お
よ
び
以
来
私
芸
巧
要
求
は
、
幌
大

l

モ
ア
・
ナ
存
手
ノ
ノ
l
-

箆
廃
絶
と
国
情
と
い
弓

λ拍
共
通
の
棋
一
器
酬
に
よ
る
蓄
の
恐
ろ

k
c、
事
ほ
い
お
棋
を
保
有
す
る
す
べ
て
モ
ア
・
ヒ
パ
ク
、
γ
ャ
/
私
た
ち
に

願
い
を
実
現
す
る
平
和
の
た
め
の
週
章
者
の
き
安
世
界
の
人
び
と
の
国
か
、
世
界
の
人

qkU願
い
に
腕
く
民
の
た
め
に
、
紫
哲
、
タ
ー

世
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
に
智
廿
吾
」
勾
む
弓
み
ず
言
葉
署
き
す
ゆ
た
か
で
幸
せ
な
自
本
主
界
を
興
一

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
戚
な
ど
、
地
球
的
一
、
核
兵
寄
使
罪
天
道
に
反
と
い
主
要
す
話
、
重
へ
向
喜
レ
ょ
う
。
一

な
規
繁
夫
書
¥
盛
り
ト
赤
り
、
金
す
る
明
男
と
し
で
警
守
る
田
線
協
は
で
大
吉
く
す
す
む
で
し
ょ
う
。
一
九
八
一
率
五
昌
吉

百

一

世
界
の
人
ぴ
嘉
結
婚
す
る
か
つ
て
套
す
み
や
か
に
費
す
る
と
勾
芝
、

E
3綾
爆
国
日
本
の
核
兵
器
空
軍
備
を
す
す
め
一

な
い
行
動
員
管
て
い
ま
す
。
一
、
棋
兵
一
望
ノ
く
字
、
持
た
政
厚

J
Kほ

5で
は
歩
¥
る
八
ニ
空
平
和
の
た
め
の
章
一

一
九
八
二
年
平
和
の
た
め
の
東
京
ず
、
雪
量
字
、
撃
事
を
鼠
襲
撃
告
需
の
た
め
に
努
力
行
動

〈日曜日〉昭和 57年 5月 3O日

~~f~~滋flff一一
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全国婦人新聞
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に
ゴ
ル
フ
コ
l
ス
#
停
っ
た
と
い

う
広
大
な
別
在
の
持
主
で
「
新
聞

醜
む
だ
は
お
あ
、
腹
が
出
っ
ぱ

っ
て
、
休
日
は
ゴ
ル
フ
」
相
当
忘

エ
リ
ー
ト
と
黄
耳
J

け
ド
~
。
使

に
通
が
る
と
害
え
て
い
九
し
か

し
哩
底
厚
か
っ
九
ナ
シ
の
つ
ぶ

丈
全
く
期
観
さ
れ
て
い
る
と
し

か
思
え
な
か
っ
匂
苦
」
へ
己
の

電
報
、
は
り
さ
つ
ず
れ

mた
っ
た

の
は
い
『

zgで
も
な
い
。

万
千
代

欄
員
電
車
。
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
に
身

事
ん
だ
宮
た
実
苗
借
り

a

に
ハ
ダ
シ
の
小
暴
仏
教
、
制
ま
の

回
教
個
、
高
々
μ
謡
選

τ市
り
た
タ

ー
バ
ン
は
シ
ー
ク
教
、
聞
物
の
サ

リ
'
品
者
ふ
る
え
な
が
ら
が
'
恥
ぼ

が
衣
に
つ
け
て
い
る
い
く
つ
長
り
お
ヤ
宰
て
き
た
各
国
の
叩
載
苦

闘
睡
で
や
は
り
と
己
は
ソ
連
な
の
た
ち
。

だ

》

納

得

。

告

踊

あ

申

官

ほ

「

棋

廃

絶

、

再

西
側
の
明
か
会
広
持
ち
己
み
黛
び
彼
墾
穿
つ
く
ら
な
い
」
弁
且
間

仕
の
映
画
平
写
真
、
ピ
l
メ
ン
総
っ
ぽ
い
柚
輔
が
交
わ
さ
れ
て
い

義
の
お
苦
い
き
と
霊
協
完
全
隅
の
盛
時
!
議
文
足
私

写
翼
パ
ネ
ル
も
曲目
闘
も
、
あ
っ
さ
の
発
言
が
引
用
言
れ
て
い
弓
し

り
μ
持
ち
E
め
な
払
は
、
ザ
ひ
み
か
し
モ
ス
ク
ワ
駆
出
で
は
工
ニ
日

「
激
し
い
老
の
罰
翠
百
の
中
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ま
き
報
事

i

で
酵
え
%
翌
日
、
合
場
ロ
ビ
l

る
と
い
ス
浜
態
に
モ
ス
ク
ワ
市

に
智
ゃ
れ
た
F訴
は

A
坦
に
な
」
民
で
亨
え
を
」
安
置
闘
に
つ
い
て

ま
れ
、
祈
る
人
、
泣
き
出
す
ら
は
全
く
一
空
な
か
っ
ら
十
四
日

今
回
に
流
す
か
ら
y
被
爆
写
真
の

嗣
草
野
ち
が
笠
紅
、
私
は
手
め

解
脱
を
し
九
「
町
#
あ
安
¥
己

主
、
官
話
重
喜
」
と
や
宝
く

自
由
で
す
。
国
陣
曜
話
#
邦
出
回
る

自
由
も
あ
阜
寺
よ
」
と
、
っ
さ

っ
害
り
で
世
話
を
し
主
王
己
っ
た

ベ
ヰ

i
エ
フ
馬
渡
さ
れ
た
名

刺
に
は
「
便
利
屋
翠
穴
」
忘
っ

て
官
許
#
援
が
れ
九
。
帝
政
ロ
シ

ア
の
外
交
官
で
あ
っ
「
交
君
慢
で

包
基
本
自
宅
L
些
+
ふ
っ
た
の
で
、

東
京
生
れ
の
東
京
育
ち
。
戦
後
、

ソ
連
へ
欄
っ
て
か
ら
は
ア
メ
リ
カ

ン
ス
ク
ー
ル
仕
込
み
の
英
題
、
日

本
騎
重
か
じ
で
?
音
。
「
日

本
の
新
聞
を
毎
日
醗
む
の
が
仕

事
」
と
い
う
け
れ
《
我
家
の
中

回和5ワ年5月 30日

思
干
に
ひ
Z
が
る
君
£

4
C白

い
シ
ベ
リ
ア
、
弁
亥
メ
ヲ
ソ
起
に

入
っ
た
/
三
車
壬
お
思
い
が
、

胸
に
う
づ
ま
い
て
い
る
。
こ
シ
あ

は
じ
ま
り
は
四
月
二
十
九
日
夜
、

届
い
た
一
通
の
園
開
電
報
だ
っ

hι
。
「
五
用
十
日
か
ら
十
四
日
ま

で
モ
ス
ク
ワ
で
閣
か
れ
る
H

型
な

る

申

毒

量

祭

主

つ

霊

者
笠
宮
N

に
闘
方
#
梧
揮
す
る
。

口、
y
y正
教
大
司
教
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
フ
ィ
ラ
レ
ッ
ト
」

私
た
ち
白
本
夜
団
協
は
一
円
び
被

爆
者
を
つ
く
ら
ぬ
た
吟
各
国
首

脳
同
棋
霊
に
訴
の
富
さ

を
要
摘
す
る
手
紙
を
法
っ
て
い

h
ι
。
も
ち
苧
ん
ソ
迎
へ
も
で
あ
っ

%
私
は
被
爆
の
型
相
の
嘗
弓
カ

西
側
塙
ほ
か
り
と
い
司
ヰ
ま
で
の

や
り
方
に
は
木
費
比
っ
弓
と
つ

し
て
も
鞍
保
有
国
の
相
究
国
ソ
連

で
訴
え
た
い
。
不
め
こ
と
赤
平
和

尚

一

被爆

反芸
核
でが|

議響

っ
て
い
る
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
刷
人
、

小
宮
母
キ
パ
#
頭
「
あ
せ
た
ユ
ダ

ヤ
歌
曲
号
フ
ビ
、
揮
の
丸
帽
は
口
!

?
法
書
君
露
間
、
苦

pu

T
治
冗
ロ
シ
ア
市
薮
は
ダ
イ
ヤ
の

+
字
架
を
キ
一
フ
キ
ラ
声
を
た
総
主

教
ピ
l
メ
ン
恕
ト
会
ほ
じ
め
、
荘

重
な
衣
装
の
大
寺
薮
、
孝
薮
た
ち
。

号
」
が
計
季
義
国
な
の
か
と
肯

-
一
え
で
匙
雪
兎
男
知
高
僧
た
ち

「
間
界
中
の
繋
再
は
被
出
写
真
を

鍾
由
に
零
墨
ベ
キ
た
」
ベ
ト
ナ

ム
戦
争

φ
と
き
強
力
な
噛
弔
送
付

の
柚
客
雪
あ
っ
た
愛
国
芦
ピ

リ
1
・
グ
ラ
ハ
ム
牧
師
(
米
国
)

は
、
「
問
界
巾
の
露
宴
く
し
、

神
の
ネ
#
奪
え
」
介
匝
問
弁
#
居
間
っ

九
「
YFUた
雲
母
の
写
真
章
人

手
で
書
官
か
」
主
執
の
寺
」
ろ
に

(3) 

モ
ス
ク
ワ
の
国
墜
議
場
甘
肉

か
れ
九
、
宗
教
者
宏
轟
は
壮
観

だ
っ
た
。
世
蝉
九
十
ヶ
園
、
五
八

八
人
の
m誠
昔
、
二
百
人
近
い
ゲ

メ

ス

ト
。
日
本
か
ら
主
教
、
抑
礎

}
キ
リ
ス
ト
教
各
派
な
白
土
ハ
人
の

引

代
表
が
参
加
し
↑
~
。

正

大
き
い
こ
μ
ほ
い
い
こ
と
岬
ゐ

げ
輔
布
団
喜
容
で
か
、
超
特
大

口
る

の
ロ
ビ
ー
も
体
強
時
間
世
ま
る
で

利
回
芝
い
之
内
り
あ
っ
て
臨
の

世
話
ぶ
り
は
親
身
早
の
も
の
。
老

齢
の
高
閣
に
は
「
日
本
食
を
」
と

雫
寵
し
た
り
、
毎
前
夕
、
日
本
茶

が
敢
み
た
か
号
つ
戸
沼
y
ト
で
お

体

おみこしも撮り出す

私
芸
ぽ
、
主
薪
た
な
噛
争

に
突
入
し
辛

Z
し
で
い
る
の
で

し
ょ
弓
が
。
私
た
向
の
全
で
の
蝿

票
、
生
命
芸
究
安
正
じ

ベ

ラ

ウ

共

和

国

の

代

表

が

訴

え

て

い

る

の

で

一
三
品
。

桜
軒
前
監
初
に
受
け
た
園
の
筒
樺

太
平
揮
で
非
棋
憲
法
を
制
定
し
な
い
、
す
べ
て
の
人
の
国
弁
」
な
り
政
策
室
笹
口
寸
る
発
宮
力
は
ま
っ
に
強
く
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

たベ

-Z4R開
国
(
か
つ
ず
の
パ
う
る
よ
う
に
願
っ
て
婁
り
ま
し
た
く
あ

26廿
応
。
と
い

2
」
と
あ
な
た
方
は
、
太
平
洋
の
長
九
ち

ラ
オ
)
が
ら
、
つ
丁
ゲ
ル
ダ
%
で
、
桜
の
な
い
平
和
証
じ
、
す
べ
て
に
対
し
て

d
の
ゴ
ミ
者
語
干
晶
、

マ
ン
ズ
・
ト
シ
エ
、
ラ
ッ
セ
ル
レ

tな
ず
口
、
世
界
の
将
来
の
人
々
が
幸
せ
に
事
容
器
惜
の
押
レ
仕
U

る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

ベ
ド
ウ
ル
、
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ヤ
を
沼
町
れ
す
る
時
、
夕
、
一
線
り
の
中
に
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
で
て
、
被
宙
者
し
か
ら
、
加
曹
者
の
立

オ
神
父
民
ち
が
、
皇
の
棋
ゴ
人
々
に
罪
広
戸
れ
て
レ
事

2
2
は
日
本
の
一
富
が
、
太
平
洋
で
は
揖
に
転
賠
責
正
し
て
い
る
の
だ

ミ
の
太
平
洋
投
棄
酎
画
へ
の
抗
ば
、
葉
は
非
常
に
暗
い
お
に
私
た
話
番
を
あ
げ
て
い
く
と
と
と
い

2
」
毒
F

輔
、
平
和
へ
の
ア
ピ
ー
ル
走
行
つ
な
っ
て
主
雪
で
レ
ょ
う
。
民
衆
が
大
裂
、
す
。
私
れ
き
は
、
辛
天
類
が
回
転
U

た

。

の

声

己

そ

が

幽

き

入

れ

A
託
な
け
し
か
し
な
密
口
、
私
た
明

6
太
て
己
う
し
た
事
態
に
対
し
、
有

「
発
ち
は
太
平
洋
の
庫
、
パ
れ
ば
な
星
哲
~
私
た
語
声
平
洋
は
ア
メ
リ
カ
の
盛
事
力
の
控
嬰
J

た

宍

さ

」
に
来
て

ラ
オ
の
監
を
代
表
U
て
、
慣
の
高
幸
也
た
め
に
は
、
艶
九
ち
増
強
、
フ
ラ
ン
ス
の
襲
警
よ
い
草
で
す
。
紋
射
管
ゴ
ミ
に

な
い
苦
情
婦
、
宰
什
な
関
昇
民
県
菌
学
芸
持
径
の
皇
っ
て
震
に
重
己
れ
、
事
を
よ
る
革
躍
と
い
っ
た
お
霊
く

を
築
く
た
め
に
の
願
い
官
」
め
す
。
そ
し
て
私
た
判
長
束
は
、
己
お
む
っ
て
い
ま
す
。
し
て
い
く
た
官
、
平
和
実
現
の

て
や
っ
て
萎

C
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
緊
ほ
警
晒
力
そ
の
上
、
い
古
白
本
政
問
抽
慌
た
め
に
、
岳
民
ぽ
、
皆
亨
向
と

太
平
洋
の
毘
語
、
長
さ
わ
毒
っ
て
い
ま
す
か
、
慰
問
の
、
の
ぎ
を
太
平
一
世
理
主
語
岸
力
室

FEて
共
に
進
み
、
闘

た
り
、
平
製
、
き
く
、
震
の
剛
山
見
ほ
長
住
所
、
乙
の
白
書
役
勇
世
回
毎
坊
で
い
事
。
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
すカ"」

核
の
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
/

門脇吉ん親平と花沢さん (右〉
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子
供
た
ち
に
も

実
際
を
見
せ
て

上野の 「子供のひろば」では人形劇や紙芝
居や甘ん玉まで

一

月

「
た
く
さ
ん
人
が
死
ぬ
の
て
慎
一

兵
器
は
絶
対
使
っ
ナ
、
は
い
け
な
い
と
一

思
っ
た
旨
」
い
司
め
は
門
脇
美
照
日
一

8
、
博
美

(H8
姉
妹
。
代
々
一

木
喜
も
メ
イ
ン
会
鐸
同
会
多
一

く
て
近
ず
け
な
い
か
ら
宍
木
陰
で
一

お
萎
厳
み
な
が
A
豆

筋

。

一

「
新
聞
#
摂
ん
で
い
て
も
眠
、
兵
一

器
、
職
予
と
い
う
宇
か
や
た
長
田
に
一

っ
く
ト
雪
J

に
な
り
ま
'紅、
。
い
ま
黙
一

っ
て
い
て
常
金
援
す
奈
り
は
一

イ
セ
宇
す
。
や
る
事
亭
事
る
べ
き
時
一

「
お
ろ
ね
ば
と
い
兵
員
持
主
審
加

年

長

、

孟

芸

者

テ

レ

ビ

で
見
る
よ
り
、
事
擦
に
田
昌
咽
に
行
っ

て
ふ
れ
る
方
か
迫
力
が
あ
る
し
、
買

感
と
し
て
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

連
れ
て
来
事
υ
「
、
ど
の
組
職
に
も

団
体
に
長
所
属
νて
い
ま
哲
ん
。
一

市
民
包
寅
鐙
で
妾
ゐ
甘
す
か
、
今

後
、
こ
う
し
た
毘
樟
を
表
サ
矢
Y
令つ

交流会は世界の植についての居も。。

苦
f
」
「
ソ
連
は
呑
ん
べ
え
が
多

い
か
急
」
申
田
園
み
な
歓
ん
で

レ
事
。
男
女
同
傍
若
、
別

れ
た
方
が
苗
じ
が
た
つ
、
だ
か
5

離
婚
さ
」
。
安
否
」
つ
の
変
化
は
、

4

寄
宿
者
が
年
々
争
手
、
レ
る
乙

と
0

2担
い
人
は
、
宗
教
な
ん
て

信
じ
ま
の
か
。
じ
い
さ
ん
、
ば

圏
雲
瓦
は
教
会
へ
ゆ
く
。
や
っ
ぱ

僻

り
死
ぬ
の
が
怖
く
な
る
ん
だ
ろ

被

う
、
困
っ
た
忠
お
芭

は

宗
教
苧
ん
主
否
決
り
か
と
国
っ

か
て
い
た
ソ
連
安
沢
山
m
出
宗
墾
由

主
に
会
っ
て
器
不
嬰
思
い
町

民

っ
主
だ
が
、
舎
カ
で
ダ
イ
ヤ

場
留
を
安
ち
め
か
せ
た
高
僧
た
ち
に
は

童
に

弁
￥
予
」
っ
て

K
志
っ
た
o
ピ
l
メ

も
国
送
主
ン
讐
薮
は
プ
レ
ジ
ネ
フ
門
相
と

花
同
格
に
扱
わ
れ
て
い

2
1

T
ど
宗
教
の
も
つ
底
力
、
ス
タ
1
リ

ス
画
ン
時
代
の
庄
迫
に
恥
垣
正
去
る
己

モ
揖務
」
介
あ
な
か
っ
た
伝
統
と
開
仰
は
、

い
ま
政
指
と
明
主
将
共
存
す
る
と
と

に
よ
っ
て
享
差
す
強
く
な
っ

て
い
る
の
ピ
宝
が
。
早
め
正
教

舎
が
暁
町
田
杷
に
立
ち

ι弓
私
は

平
和
へ
包
虫
み
が
大
き
な
カ
#
樽

た
辛
つ
に
思
え
て
去
な
い
。

崩
目
盛
っ
た
り
。
空
あ
接
触
で

ソ
連
人
に
対
し
主
柱
警
も
っ
た

人
は
多
い
だ
奇
っ
。

「
貴
宵
め
思
♀
ち
ソ
連
ほ
ず

つ
介
面
白
伊
あ
る
よ
」
と
話
す
と

と
も
忘
れ
な
い
が
、
ソ
避
に
離
婚

が
撤
増
し
で
い
る
な
ど
函
っ
た

こ
と
」
も
越
劇
な
く
揺
る
。
「
な

ぜ
か
し
ら
」
「
そ
り
ゃ
ま
出
苦
か

呈
己
」
「
札
霊
長
の
園
官
圭
需

。出しま'0

，凋酢司監遺伝flt!布置

かわいい妹きんのためでも、

余裕がないL二つ返事tはいきまぜん.

こんな時.総合口座の定期預金仁お預リがあれば.

いつでも定期預金の90%最高100万円まで憧期金鍾蜘こ}借りられまt

たとえば50万円なら、 90%の45万円まで借りられまt

綜さんの願いも聞いてあげられて、兄貴の権威ら保たれますL

イザtいう時、三菱総合口座の定期頭金.

期聞は1年(隼澗6.75%比2年(年開ω引がありますL

この際、ご自分のためにも定期預金をふやしておきまぜん台、

・ただ今、普通預金の刺息を通帳に

ご記入しτおりまtおついでの折に通帳を窓口にEうそL

金程

ねたお兄さま。お給料日まて;ね、ねOSUPER FILLER 

函BRIDGESTONE

走りのクオリティーをあける

ト タルJ、ラ/スiこ唖れf二、

{許前〉ランアJレ

REGNO 

このラ・ンアルは走りだけでは語り

つくせなド 蔵運動性能と居住性

そ兼ねそなえた、桔調的ランアル

POTEN2A 

レーンングスビリ汁を悟れる

人とクルマのためにー一一一一

レーンンクタイヤσ〉ノつr、つヵ、勺
生まれた、高性能ランアル

それぞれの走りの主張に応じたタイヤが

求められる時代です。

ブリヂストンの「ポテンザ」「レクソJrスーパーフィラーJ。

多段化した iJiえに応ぇ、イl古|性的な走りをi寅JHしま水戸



っ
た
撃
を
開
始
し
た
日
本
政
府
し
た

o
Z家
族
は
、
ほ
ほ
え
み
と
お
母
さ
ん
方
に
署
事
レ
て
も
ら
お
う
平
供
を
遊
容
て
い
る
人
た
ち
に
お

の
責
任
を
追
及
す
る
。
鎖
美
歌
で
彼
を
見
送
っ
た
と
い
い
ま
と
す
る
と
、
一
人
は
と
て
も
関
心
が
願
い
レ
志
し
た
。
皆
さ
ん
子
供
の
将

限
定
核
戦
争
を
含
む
す
べ
で
の
核
す
。
身
近
か
に
勇
気
あ
る
、
平
和
を
、
歩
¥
す
ぐ
ぺ
ン
を
取
っ
て
く
れ
ま
し
来
を
考
え
、
何
と
か
し
た
い
と
い
う

撃
を
匠
レ
、
核
兵
醤
司
会
禁
愛
す
る
人
々
に
支
え
ら
れ
、
国
警
た
が
一
人
は
寄
り
し
な
い

F
E
毒
事
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
さ
つ

正
要
求
す
る
。
越
え
て
全
世
界
に
平
和
を
広
げ
て
い
い
い
な
が
ら
、
ま
た
一
人
は
「
核
に
に
見
受
口
託
手
レ
九
私
も
塁

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
戦
域
き
た
い
と
祈
っ
て
お
皇
す
。
は
男
、
で
も
署
名
は
か
ん
べ
ん
し
の
政
草
原
気
に
な
っ
て
い
『
③
の

後
兵
器
配
備
に
男
し
そ
の
撤
去
(車
京
新
宿

荒
木
鏡
子
)
て
下
さ
い
」
|
|
露
営
反
対
で
で
す
が
、
全
て
話
し
た
こ
と
も
な
い

を
要
李
d

る

。

「

1
1
1
1
1
1
1川
パ
l
」
事
量
蓄
し
て
く
れ
た

AZな
方
々
と
、
乙
の
署
名
運
聖
通
じ
て

す
べ
て
の
園
の
筆
嚢
殖
を
な
一

こ

の

子

を

戦

場

一

に

い

い

で

し

ょ

三

日

頃

考

え

て

い

き

妻

、

不

思

蟻

く
し
、
非
核
三
原
則
の
園
際
化
J
持一

に

は

送

ら

な

い

一
何
事
も
勇
気
を
出
し
て
一
蓄
み
な
く
ら
い
気
軽
に
お
話
し
す
る
と
と

級
武
装
地
帯
の
叡
菌
、
拡
大
を
め
「
|
|
1
1
1
1
0
-
-
L
出
さ
な
い
と
良
い
方
向
に
は
変
ろ
な
が
で
き
ま
し
た
。
先
の
戦
雲
ξ
い

ざ
す
。
私
、
昨
年
四
月
に
出
産
し
一
男
児
い
と
思
つ
の
で
す
。
こ
の
さ
つ
な
世
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も

全
面
的
な
軍
績
と
す
べ
て
の
重
事
の
母
に
な
皇
子
υた
。
彼
の
あ

Y
B
の
申
の
動
き
で
、
背
中
に
お
ん
壬
d

一
つ
に
は
、
主
婦
た
向
の
闘
で

4

同
盟
の
解
決
を
要
手
る
。
な
い
寝
襲
警
度
に
自
守
じ
た
立
れ
て
い
る
平
ま
た
お
た
め
に
も
芦
で
話
が
す
る
と
と
が
で
き
な
か

:・
:今
年
の
私
ど
も
被
爆
者
の
方
針
派
な
男
性
に
な
り
塞
阪
本
女
性
に
め
今
一
場
勇
気
奮
出
し
て
ほ
し
い
。
「
核
っ
た
乙
と
に
も
原
因
が
あ
る
の
官
ほ

を
申
述
べ
ま
し
た
。
在
京
国
連
参
加
ぐ
易
い
雰
υあ
い
一
生
意
か
に
を
も
た
な
け
れ
ば
、
均
一
票
く
ず
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
恵
子
や
娘
た
ち

の
大

・
公
使
館
を
手
分
け
し
て
回
り
暮
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
て
平
和
を
維
持
で
き
な
い
」
な
ど
の
(
ま
だ
と
て
も
幼
い
の
で
す
か
)
の

本
国
政
府
へ
の
露
方
を
草
え
て
参
絶
対
に
兵
隊
警
に
と
完
て
欲
意
見
歯
ま
し
た
。
一
人
一
人
妻
将
来
に
平
和
な
時
代
を
望
ん
で
い
る

り
ま
し
た
。
し
く
な
い
。
「
お
国
の
為
に
」
と
信
ざ
ま
で
寸
か
平
和
を
康
長
持
ち
は
人
た
棋
の
多
い
手
湊
掻
く
感
じ
ま

(東
京
都
原
爆
被
害
者
団
体
協
蟻

じ
込
み
、
日
の
丸
の
は
芸
品
き
が
善
一
つ
で
す
。
国
連
へ
私
た
員

6
気
持
し
た
。
に
も
か
か
わ
ち
ず
現
実
は
決

す
。
そ
れ
は
平
和
を
求
め
る
子
供
た

会
、
東
友
会
副
会
長
い
た
殺
人
者
に
し
た
く
な
い
Oi---
が
伝
わ
り
少
U
で
も
平
和
へ
の
力
に
し
て
弔
衝
を
許
宍
な
い
状
況
に
向
っ

担
の
声
で
あ
り
、
叫
び
で
あ
的
重
す
。

長
尾
当
代
)

:・
反
面
、
も
し
日
本
が
第
二
次
大
戦
な
れ
ば
:
:
:

て
い
ま
す
。

そ
の
気
湾
人
真
剣
に
な
豆
C

る

を

え

「

J
1
1川
|
|
パ
川
|
|
」
の
時
の
よ
毒
国
情
に
な
っ
た
ら
私
(
北
九
州
市
小
倉

私

語

じ

め

て

と

つ

し

た

覇

な
く
な
っ
た

Z
5
2

一
魂

を

ゆ

さ

ぶ

る

一

は

さ

ま

で

警

口

に

出

喜

多

久

和
喜
美
子

)
2
3形
で
か
か
わ
語

と

れ

は

私

が

学

校

で

集

め

て

き

た

げ

芸

」

の

覇

を

知

り

き

た

。

一

地

底

か

ら

の

声

一
る
つ
。
と
て
も
勇
気
が
あ
芸
せ
ん
「

U
U引
引
引
刊
」
っ
さ
つ
に
な
皇
し
た
が
、
乙
れ
か

著
名
で
す
。
香
M

核

兵

器

量

署

名

簿

を

希

望

じ

た

の

は

そ

告

日

川

M
川
M同
」
隣
人
義
せ
ば
界
入
努
に
、
戦
場
一

私

た

ち

女

性

が

一
雲
、
量
的
に
請
で
き
、
そ
う

F
U場
所

に

置

い

て

あ

え

い

策

か

ら

で

す

。

私

の

二

男

は

、

今

大

学

で

審

理

言

多

く

の

人

蓄

基

名

僧

に

な

一

主

体

性

を

持

ち

一
し
た
覇
が
あ
る
な
岳
そ
も
ち

ろ

い

ろ

芸

ん

こ

く

蓄

に

な

っ

た

案

ま

で

約

一

カ

月

間

で

す

が

子

努

講

師

を

し

て

お

皇

す

が

、

七

る

と

い

う

異

常

な

状

繁

E
と
ま
で
「
t
i
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
-
っ
て
自
身
の
生
き
方
向
の
さ
昌

人

々

の

パ

ネ

ル

を

見

て

心

が

痛

み

安

芸

集

め

て

み

志

ヌ

」

し

て

い

十

年

安

保

の

折

は

ノ

ン

セ

ク

ト

の

一

思

い

鰹

邑

れ

る

か

、

白

票

あ

り

私

も

主

人

も

戦

中

派

の

四

O
歳
で
宗
務
』
確
認
し
な
が
ら
生
活
で
き
た

き

た

。

ま

す

の

で

署

名

用

警

お

送

り

下

さ

般

学

生

と

し

て

デ

モ

に

参

加

、

共

に

ま

せ

~

す

。

懇

祖

母

に

背

負

わ

れ

て

逃

げ

ら

。

そ

し

芝

生

考

え

の

人

が

孤

私
は
す
ぐ
署
名
レ
志
し
た
。
家
に
い
。
始
め
た
か
に
み
え
る
軍
拡
。
核
戦
争
弟
の
戦
死
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
あ
の
懸
か
な
戦
争
で
、
内
地
に
心
を
学
生
で
あ
っ
た
寄
「
あ
ん
な
に
頑
室
長
冨
い
為
に
も
、
今
の

2
っ
た
日
々
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
手
を
つ

帰
っ
た
後
に
も
、
あ
の
さ
圭
c
差

(

松
戸
市
緑
ケ
丘
磯
村
世
界
)
に
巻
き
こ
ま
れ
か
ね
な
い
防
衛
族
の
も
、
戦
争
を
阻
止
レ
得
な
か
っ
た
者
残
し
て
死
ん
だ
大
勢
人
々
:
:
:
一
冗
張
っ
た
の
に
、
結
局
挫
一
意
義
わ
に
私
の
出
来
る
警
や
っ
て
霞
き
た
す
。
父
は
京
U
代
で
す
が
、
捕
に
な
い
で
ゆ
け
た
ら
:
・
・
:
な
Y
な
ど
い

人

々

の

姿

ほ

頭

か

ら

は

な

れ

ま

せ

ん

動

き

な

ど

:

:
:

の

質

任

正

し

て

や

-h:
・
気
で
出
か
け
た
後
ろ
姿
が
忘
む
り
れ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
と
ぼ
し
ま
す
。
い
の
子
。
ど
っ
そ
な
ん
か
の
州
叩
い
た
時
の
凍
傷
が
痛
み
出
し
て
い
ま
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま

告
詩
日
時
五
段芳

一
望
書
詰
(盛岡
E;z
F
Z繰;
詰

許

認

刊

誌

包

」

ん

の

議

に

加

え

畏

若

手

工

戸
市

井

よ

軍

)

そ
し
互
に
出
来
る
こ
を
言
っ
た
一
責

任

と

し

て

一
室
長
、
反
核
、
軍
縮
へ
向
け
て

2
8
5
0
3は
孫

与

喜

美

寄

り

完

が

必

死

(

場

市
下
条
町
棚
繍
セ
ツ

)

す

。

発

言

察

芸

一

等

1
1
1
q
a
-
-
H

E
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休

日
「
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
向
け
て
婦
人
の
行
動
を
広
げ
る
会
」
の
活
川

一
川
動
が
報
道
さ
れ
る
と
、
平
和
を
希
求
し
、
核
廃
絶
を
願
う
全
国
の
女
性
た
ち
川

一
川
か
ら
「
何
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
自
分
の
無
力
に
い
ら
立
ち
を
覚
え
て
川

一
川
い
ま
し
た
D

広
げ
る
会
を
知
り
、
私
に
も
出
来
る
こ
と
な
ら
何
で
も
や
ら
し
川

一
川
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た
手
紙
が
事
務
局
宛
に
続
々
と
寄
せ
川

一
川
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
パ
の
寄
金
、
そ
し
て
集
め
た
署
名
簿
を
添
え
、
小
学
生
川

一
川
か
ら
七
十
八
十
の
戦
争
体
験
を
持
つ
人
た
ち
ま
で
、
ど
の
手
紙
も
熱
心
に
真
川

一
川
剣
に
運
動
の
趣
旨
に
共
鳴
、
共
に
進
む
と
と
を
望
ん
で
い
る
。
キ
ナ
臭
い
園
川

一
川
内
外
の
動
き
が
、
い
か
に
庶
民
の
不
安
を
か
き
立
て
、

い
ま
立
ち
上
ら
な
け
川

目
川
れ
ば
子
供
た
ち
を
不
幸
に
し
た
と
い
う
悔
い
を
千
歳
に
残
す
こ
と
に
な
る
と
川

川
い
う
切
実
な
気
持
が
文
面
に
溢
れ
、
母
と
し
て
の
本
能
的
な
も
の
す
ら
感
じ
川

川
ら
れ
る
。
次
に
、
数
多
く
の
手
紙
の
中
か
ち
い
く
つ
か
を
抜
い
て
そ
の
抄
録
川

川

を

紹

介

す

る

。

川

〈日曜日〉昭和 5ワ年5月 30日安売~ ./'、議斤匹胃国釜~{第三種郵便物認可第672号

パ
ネ
ル
写
真
に

心

が

い

た

み

語

り

べ

が

残

し

た

も

の

は

乙
の
溜
銃
一
人
で
も
多
く
の
子
に

と
希
い
な
が

pq

グ
語
り
ベ
が
残
し
た
も
の
は
M

き
た
る
べ
き
回
代
に

の
ぞ
み
た
く
し

遠
海
原
に

燃
え
つ
き
て

逝
っ
た

彼
A
が

希
っ
た
も
の
は
|

ひ
と
の
心
か
ら

す
で
に
戦
い
は
風
化
|

歴
史
の
中
の

風
策
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き

密
威
を
持
ち
出
し
て
、
だ
か
ら
日
本

も
軍
備
が
強
化
し
た
方
市
小
い
な
ど

と
考
-
え
る
人
達
の
気
待
相
ぽ
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
金

私
は
二
十
五
歳
の
、
翻
訳
を
勉
強
世
界
で
ど
ん
な
小
さ
な
戦
争
も
起
つ

中
の
独
身
者
で
す
。
法
律
や
政
治
に
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
核
戦
争

関
心
が
あ
り
:
・
。
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
と
思
っ
て
い
ま

私
は
戦
争
に
は
絶
対
反
対
で
す
・
す
。
こ
ん
な
私
に
、
何
か
お
手
伝
い

し
、
自
衛
と
い
う
名
目
で
戦
争
を
正
で
き
る
と
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
・:

当
化
し
辛
つ
戸
牙
る
人
々
や
ソ
連
の
:
・
。
今
ま
で
の
私
は
、
関
心
は
あ
り

戦
争
反
対
に

何
か
行
動
ψ

を

ま
レ
た
が
、
い
つ
も
受
け
身
で
し
た
。

で
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
何
か
行

動
を
起
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
志
つ

な
気
持
で
お
皐
守
。

乙
の
機
会
に
、
貿
団
体
が
具
係
的

に
ど
の
安
迂
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
私
に
お
手
伝
い
で
き

る
と
と
が
あ
れ
ば
、
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(横
浜
市
港
区
菊
地
幸
子
)

i全国から署名やカ ンパが続 々と送 られて来
:て、平和への希求のいかに強いかを知らされ

;る。添えられる手紙も、立場を越え思想、年

;齢を越えて、いまこそ女性が手をつなごうと

:いう、真情にあふれ、この草の穆運動の深さ
:を改めて感じさせる。

戦
い
の
む
な
し
さ
を

平
和
の
尊
さ
を

平
和
と
言
う
い
し
ず
え
の
上
に

立
っ
て

本
す
べ
き
事
を

も
は
や

わ
た
し
た
ち
は

す
べ
て
を

わ
す
れ
去
る
コ
と
し
て
い
る

で
も
今

あ
の
散
華
か

A
6

聞
に
わ
た
し
た
ち
は

こ
た
-
え
る

何
の
乙
と
ば
も

も
た
な
い
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待
ち
望
ん
で

い

た

も

の

が

孫
の
手
に
銃
が
持
た
す
と
い
ふ
な

ら
ば
立
ち
は
だ
か
り
で
も
わ
れ
は

阻
ま
ん

新
聞
で
「
広
げ
歪
玄
」
発
足
を
知
っ

て
、
と
れ
だ
、
私
が
今
ま
で
待
ち
望

ん
で
い
た
と
と
は
と
ペ
ン
を
と
り
ま

し
た
:
・。

戦
死
の
報
を
死
ね
と
読
み
つ
つ

子
供
等
に
食
ま
せ
し
Mm
車
よ
今
も

宵
き
か

当
時
二
人
の
平
供
房
設
さ
れ
て
夫

な
ん
と

1
5
0
兆
円

世
界
の
軍
事
支
出

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
非
政
治
的
独

立
研
究
機
関
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
国
際
平
和
研
窓
附

(
S
I
P

R
I
)
は
五
月
二
十
七
日
、
全
世

宗
め
昨
年
の
軍
事
支
出
は
約
六
千

五
百
億
ド
ル
(
約
百
五
十
兆
円
)
に

逮
し
た
と
発
表
し
た
。

米
闘
が
千
三
百
四
十
符
ヘ
ソ
連

が
千
百
八
十
八
億
(
い
ず
仇
も
七

九
年
の
ド
ル
換
算
)
だ
っ
た
。

ま
た
英
γ
戦
争
な
ど
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
武
器
輸
出
に
胸
レ
て

は
、
ソ
速
が
全
体
の
一
ニ
六

・五
物

で
ト
ッ
プ
。
米
国
が
三
三

・六品切

で
二
位
百
以
下
フ
ラ
ン
ス
(
九

・

七
物
)
イ
タ
リ
ア
(
四

・
三
物
)

英
国
会
一

・
六
物
)
西
独
(
一
ニ

・

0
物
)
と
続
い
て
い
る
。
日
本
の

八
一
年
の
防
衛
貨
は
九
十
四
聖
ハ

千
万
J
に
轡
え
た
が
、

G
N
Pの

福
内
と
指
椅
υて
い
る
。

欠きませ

毎日の暮らしに必要な額だけは、普通預金に

預けておレて、残ったお金l.:t総合口座の定期預

金にしてお〈・・らまとまった資金づくりの手力Tかり

ができま丸 コースは2年・1年・6ヵ月U、ろいろ。

思わね出費が生まれたら〈協和〉の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の総額の90%、

最高100万円まで自動的に借りられますLいま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期預金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに弾力がつきますL

使いながら貯めて、貯めながら使う。

E盈由里Ji豆晶画j基孟ヨ

③協和銀行

那須荘は貴女の別荘です。
ご自由にお使い下さい。

全国婦人新聞社が厚生事業の一環としてオープンした「那須在」も、今年で3年目。
春は石絢花、夏はツツジや山ユリ、秋は紅深、冬はスキーと四季折り折りの変化があって楽しさ+二分です。

近くには、千本松・南ケ丘牧場をはじめ、りんどう湖、那須ロイヤルセンタ一、ハイランドパークとレジャーにも

ん。自の前に立ちはだかる那須岳の盛山も、ちょっと足を伸ばすだけ。

那須高原名物の山菜料理やジンギスカン料理を味わえるドライブインもすぐそとです。
研修や学習会、行楽に、春夏秋冬を適して、お気軽にご利用下さU、。

マ全国婦人新聞社「那須荘」

マあし…国鉄東北本線黒磯駅下車。 r郷須湯本行」パスで新屋下車、徒歩H助。
マ使用料…無料。包しガス・電気 ・水道その他の管理実費として、 l人 l泊1500円必痩です。(ただし、冬季は2.α則司)
マ申し込み・・・全国婦人新聞社 干lω東京都新宿区西新宿3-7-28宝幸西新宿ピル
~3-343-1846 (東京〉

06-771一7415(大阪〕

ふだんの暮らしに役だっ

使¥.，;:.:なしたL¥定期で昔、

~J2.<íちの鴨0
・ 4 総与ム
¥，¥"&、

通帳のなかで迷づCいるお金、
定期にじCゆとりをつけましょう。

ボルケイノ ・ハイウェイから那須岳を望む


